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高
田
和
文

文
化
政
策
学
部
国
際
文
化
学
科

は
じ
め
に

　

本
稿
は
平
成
十
三
年
度
及
び
平
成
十
四
年
度
の
静
岡
文
化
芸
術
大
学
学
長
特
別

研
究
費
に
よ
り
行
な
わ
れ
た
研
究
事
業
「
現
代
イ
タ
リ
ア
演
劇
の
研
究
」
に
関
す

る
報
告
で
あ
る
。
研
究
事
業
に
携
わ
っ
た
の
は
高
田
の
他
、
文
化
政
策
学
部
芸
術

文
化
学
科
教
授
扇
田
昭
彦
（
平
成
十
三
、十
四
年
度
）、
デ
ザ
イ
ン
学
部
生
産
造
形

学
科
助
教
授
佐
井
国
夫
（
平
成
十
三
年
度
）、
文
化
政
策
学
部
芸
術
文
化
学
科
教

授
伊
藤
裕
夫
（
平
成
十
四
年
度
）
で
あ
っ
た
。

一　

研
究
の
背
景
と
目
的

　

こ
の
研
究
事
業
の
主
た
る
目
的
は
、
イ
タ
リ
ア
の
劇
作
家
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の

作
品
を
、
実
際
の
舞
台
上
演
を
通
し
て
本
学
学
生
及
び
広
く
一
般
市
民
に
紹
介
す

る
こ
と
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
舞
台
上
演
と
並
行
し
て
、
平
成
十
三
年
度
に
は
フ

ォ
ー
の
舞
台
活
動
に
関
す
る
写
真
パ
ネ
ル
展
、
十
四
年
度
に
は
ミ
ラ
ノ
在
住
の
演

出
家
井
田
邦
明
氏
に
よ
る
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
い
、
フ
ォ
ー
及
び
現
代

イ
タ
リ
ア
演
劇
に
対
す
る
一
般
の
人
々
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

劇
作
家
で
あ
り
、
俳
優
・
演
出
家
で
も
あ
る
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
は
、
現
代
イ
タ

リ
ア
を
代
表
す
る
演
劇
人
で
、
そ
の
作
品
は
全
世
界
五
十
カ
国
以
上
で
翻
訳
上
演

さ
れ
て
い
る
。
世
界
各
国
に
お
け
る
上
演
の
高
い
人
気
と
民
衆
劇
の
手
法
を
取
り

入
れ
た
独
自
の
作
劇
法
が
評
価
さ
れ
、
一
九
九
七
年
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
国
内
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
東
欧
、
北
欧
を
含
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

北
米
、
南
米
な
ど
で
は
翻
訳
上
演
も
多
く
、
ま
た
フ
ォ
ー
自
身
が
自
ら
公
演
や
セ

ミ
ナ
ー
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
の
名
声
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
劇
団
民
藝
や
黒
テ
ン
ト
に
よ
る

　

本
稿
は
平
成
十
三
年
度
、
十
四
年
度
に
学
長
特
別
研
究
事
業
と
し
て
行
な
わ
れ
た
「
現
代

イ
タ
リ
ア
演
劇
の
研
究
」
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
。
事
業
の
目
的
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
劇
作
家
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の
作
品
を
、
実
際
の
舞
台
上
演
を
通
し
て
本
学
学
生
及
び
一

般
市
民
に
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
上
演
さ
れ
た
の
は
、
フ
ォ
ー
の
初
期
の
一
幕
喜
劇

『
泥
棒
も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』（
十
三
年
度
）
と
代
表
的
な
政
治
風
刺
劇
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト

の
事
故
死
』（
十
四
年
度
）
で
、
い
ず
れ
も
日
本
で
は
未
公
開
の
作
品
で
あ
る
。
上
演
は
本
学

講
堂
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
が
、
日
本
で
は
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
劇
作
家
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
観
客
が
来
場
し
、
た
い
へ
ん
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
舞
台
上
演

と
並
行
し
て
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
を
紹
介
す
る
写
真
パ
ネ
ル
展
、
イ
タ
リ
ア
独
自
の
演
技
の

方
法
を
用
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
浜
松
で
活
動
す
る

劇
団
の
俳
優
や
高
校
の
演
劇
部
員
が
参
加
し
、
地
域
の
演
劇
関
係
者
と
の
直
接
的
な
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
た
。

ダリオ・フォー（写真提供CTFR）
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上
演
、
九
〇
年
代
の
ド
ラ
マ
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
上
演
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
作
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
残
念
な
が
ら
そ
の
知
名
度
は
ま
だ
低
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い（
1
）
。
も
っ
と
も
、
韓
国
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
で
も
似
た
よ
う

な
事
情
の
よ
う
で
あ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
で
翻
訳
上
演
さ
れ
た
フ
ォ
ー
の
作
品
は
以
下

の
通
り
で
あ
る（
2
）
。

『
虎
物
語
』（
劇
団
黒
テ
ン
ト
、
八
三
年
）

『
払
え
な
い
の
？　

払
わ
な
い
の
よ
！
』（
劇
団
民
藝
、
八
四
年
。
〇
一
年
に
再

演
）

『
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
吹
き
鳴
ら
せ
』（
同
、
八
七
年
）

『
天
使
た
ち
が
く
れ
た
夢
は
・
・
・
？
』（
ド
ラ
マ
ス
タ
ジ
オ
、
九
四
年
。
九
八

年
に
再
演
）

『
白
と
黒
の
二
丁
拳
銃
』（
同
、
九
五
年
）

『
盗
み
は
ほ
ど
ほ
ど
に
』（
同
、
九
六
年
）

『
女
が
ひ
と
り
』『
よ
く
あ
る
話
』（
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
、
九
八
年
）

『
泥
棒
も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』（
シ
ア
タ
ー
Ｘ
、
〇
一
年
）

『
開
か
れ
た
カ
ッ
プ
ル
』（
同
、
〇
一
年
）

『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
事
故
死
』（
同
、
〇
二
年
）

　

こ
の
う
ち
、
今
回
の
研
究
事
業
と
し
て
上
演
さ
れ
た
の
は
、
〇
一
年
の
『
泥
棒

も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』
と
〇
二
年
の
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
事
故
死
』
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
も
と
も
と
東
京
・
両
国
の
シ
ア
タ
ー
Ｘ
（
カ
イ
）
に
お
い
て
上
演
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
研
究
事
業
と
し
て
本
学
講
堂
で
公
開
す
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
シ
ア
タ
ー
Ｘ
に
お
い
て
は
、
〇
一
年
に
『
泥
棒
も
・
・
・
』
と
併
せ

て
や
は
り
一
幕
の
『
開
か
れ
た
カ
ッ
プ
ル
』
を
上
演
し
て
い
る
。

　

ま
ず
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
で
翻
訳
上
演
さ
れ
た
作
品

の
数
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
も
と
よ
り
、
東
欧
、
北
欧
、
ア
メ
リ
カ
、
南
米

な
ど
の
国
に
お
け
る
そ
れ
と
比
べ
る
と
著
し
く
少
な
い
と
い
う
点
で
あ
る（
3
）
。

日
本
で
フ
ォ
ー
の
名
前
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
ご
く
一
部
の
研
究
者
や

演
劇
関
係
者
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
、
例
え
ば
韓
国
や
中

国
に
お
け
る
上
演
は
日
本
よ
り
さ
ら
に
少
な
い
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
く
。

　

さ
て
、
日
本
で
上
演
さ
れ
た
フ
ォ
ー
の
作
品
を
一
瞥
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
タ

イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、『
払
え
な
い
の
？
・
・
・
』『
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
・
・
・
』
な
ど
、
現
代
の
政
治
問
題
や
社
会
問
題
を
扱
っ
た
作
品
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
、『
天
使
た
ち
・
・
・
』『
白
と
黒
の
・
・
・
』『
盗
み

は
・
・
・
』
な
ど
、
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
、
比
較
的
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
喜
劇
の
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
た
作
品
。
三
つ
め
は
、『
虎
物
語
』、『
女
が

ひ
と
り
』、『
よ
く
あ
る
話
』
な
ど
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
劇
つ
ま
り
「
語
り
」
の
形
式
を

用
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
の
特
徴
を
示
す
作
品
群

で
あ
り
、
日
本
で
の
上
演
は
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
フ
ォ
ー
の
演
劇
の
多
様
な

側
面
を
紹
介
す
る
形
で
行
な
わ
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
の
最
初
の
時
期
、
す
な
わ
ち
五
〇
年
代
初
頭
に

彼
が
軽
演
劇
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
た
頃
の
一
幕
喜
劇
や
、
フ
ォ
ー
が
最
も
先
鋭

的
な
形
で
政
治
劇
を
展
開
し
て
い
た
七
〇
年
代
初
頭
の
作
品
は
、
今
回
の
公
演
が

行
な
わ
れ
る
ま
で
は
上
演
さ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
の
作
品
の
全
体
像
の
紹
介
が
困
難
な
理
由
と
し
て
、
一
つ
に
は
そ
の
作

品
の
ス
タ
イ
ル
が
き
わ
め
て
多
様
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
実
際
の
舞
台
上
演
に
お

い
て
は
ア
ド
リ
ブ
的
な
要
素
が
強
く
、「
戯
曲
」
と
し
て
テ
キ
ス
ト
を
確
定
し
難

い
も
の
が
多
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
作
品
が
度
重
な
る
再
演
を
通
し
て
常
に
進
化
・
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発
展
し
、
変
化
し
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
典
型
的
な
例

が
、
彼
の
代
表
作
と
さ
れ
る
『
ミ
ス
テ
ー
ロ
・
ブ
ッ
フ
ォ
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
中

世
の
民
衆
劇
の
再
現
を
試
み
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
劇
だ
が
、
六
九
年
の
初
演
以
来
再
演

を
重
ね
、
最
近
で
は
〇
一
年
か
ら
〇
二
年
の
シ
ー
ズ
ン
に
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動

五
十
周
年
を
記
念
す
る
公
演
の
演
目
の
一
つ
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
は

同
じ
で
も
内
容
は
現
代
の
政
治
風
刺
と
な
っ
て
お
り
、
初
演
当
時
の
も
の
と
は
大

き
く
異
な
っ
て
い
る（
4
）
。

　

今
回
の
公
演
に
は
、
ま
ず
右
に
述
べ
た
よ
う
な
日
本
で
の
フ
ォ
ー
作
品
の
上
演

に
お
け
る
欠
落
部
分
を
補
お
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
〇
一
年
の
一

幕
喜
劇
二
本
の
上
演
に
は
、
五
〇
年
代
の
初
期
の
作
品
と
八
〇
年
代
の
円
熟
期
の

そ
れ
と
の
作
劇
上
の
相
違
を
実
際
の
舞
台
上
演
を
通
じ
て
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と

の
狙
い
も
あ
っ
た
。

二　

舞
台
公
演
と
上
演
作
品
の
概
要

　

今
回
の
研
究
事
業
で
行
な
わ
れ
た
舞
台
公
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
十
三
年
度

日
時　

二
〇
〇
一
年
九
月
二
九
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

場
所　

静
岡
文
化
芸
術
大
学
講
堂

第
一
部　

イ
タ
リ
ア
演
劇
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
井
田
邦
明
）

第
二
部　
『
泥
棒
も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』（
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
作
、
高
田
和
文

訳
、
井
田
邦
明
演
出
、
シ
ア
タ
ー
Ｘ
製
作
）

第
三
部　

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
（
井
田
邦
明
、
扇
田
昭
彦
、
高
田
和
文
）

平
成
十
四
年
度

日
時　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
五
日
（
土
）
午
後
二
時
開
演

場
所　

静
岡
文
化
芸
術
大
学
講
堂

『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
事
故
死
』（
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
作
、
高
田
和
文
訳
、
井
田
邦

明
演
出
、
シ
ア
タ
ー
Ｘ
製
作
）

　

公
演
は
い
ず
れ
も
無
料
で
学
生
及
び
一
般
市
民
に
公
開
さ
れ
た
。
〇
一
年
に
は

作
品
上
演
に
先
立
っ
て
、
演
出
を
担
当
し
た
ミ
ラ
ノ
在
住
の
演
出
家
井
田
邦
明
氏

に
よ
る
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
上
演
後
に
は
作
品
解
説

な
ど
を
含
め
た
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
た
。

　

上
演
さ
れ
た
二
つ
の
作
品
の
概
要
を
以
下
に
述
べ
て
お
く
。

『
泥
棒
も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』
は
イ
タ
リ
ア
で
五
八
年
に
初
演
さ
れ
た
一
幕
喜

劇
で
、
当
時
軽
演
劇
の
舞
台
で
作
家
兼
俳
優
と
し
て
活
動
し
て
い
た
フ
ォ
ー
の
最

も
初
期
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
単
純
な
通
俗
喜
劇
に
見
え
な
が

ら
、
そ
の
劇
的
な
仕
掛
け
は
非
常
に
巧
妙
で
、
コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
イ
タ
リ
ア
の
喜
劇
性
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ー
の
作

劇
の
手
腕
を
十
分
に
感
じ
さ
せ
る
作
品
と
言
え
る
。
ま
た
、
中
流
市
民
階
級
と
下

層
の
労
働
者
階
級
の
生
活
や
意
識
を
対
比
的
に
描
く
な
ど
、
後
の
フ
ォ
ー
の
作
品

に
顕
著
と
な
る
政
治
的
・
社
会
的
な
視
点
も
う
か
が
え
る
。

　

あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　　

高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
。
泥
棒
が
部
屋
を
物
色
し
て
い
る
。
や
が
て
家
の
主

人
が
愛
人
と
と
も
に
帰
宅
。
泥
棒
は
大
き
な
柱
時
計
の
中
に
隠
れ
る
。
泥
棒
の
妻

か
ら
か
か
っ
て
き
た
電
話
を
受
け
て
、
家
の
主
人
は
妻
が
探
偵
に
浮
気
調
査
を
依

頼
し
た
も
の
と
思
い
込
む
。
し
ば
ら
く
し
て
、
時
計
の
振
り
子
に
ぶ
つ
か
っ
た
泥
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棒
が
た
ま
ら
ず
飛
び
出
し
て
く
る
が
、
主
人
は
泥
棒
を
探
偵
と
勘
違
い
す
る
。
そ

こ
へ
妻
の
ア
ン
ナ
が
不
意
に
帰
宅
。
主
人
は
泥
棒
と
愛
人
を
夫
婦
と
い
う
こ
と
に

し
て
そ
の
場
を
と
り
つ
く
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
へ
ア
ン
ナ
の
愛
人
ア
ン
ト
ニ
オ

が
登
場
。
あ
わ
て
た
彼
女
は
彼
を
柱
時
計
の
中
に
隠
す
が
、
や
が
て
振
り
子
に
ぶ

つ
か
っ
て
飛
び
出
し
て
く
る
。
彼
は
実
は
主
人
の
浮
気
相
手
の
夫
で
あ
り
、
自
分

の
妻
が
そ
の
場
に
い
る
こ
と
に
驚
く
。
四
人
は
互
い
に
浮
気
の
事
実
を
知
ら
れ
ま

い
と
必
死
に
な
る
が
、
一
瞬
の
隙
を
つ
い
て
泥
棒
が
部
屋
の
明
り
を
消
し
、
逃
走

す
る
。
四
人
が
そ
れ
を
追
い
か
け
、
取
り
押
さ
え
る
が
、
電
気
を
つ
け
て
よ
く
見

る
と
そ
れ
は
家
に
忍
び
込
ん
だ
別
の
泥
棒
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
幕
の
短
い
作
品
だ
が
、
巧
み
に
計
算
さ
れ
た
喜
劇
的
仕
掛
け
と
ギ
ャ
グ
が
ち

り
ば
め
ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ウ
ェ
ル
メ
イ
ド
・
プ
レ
イ
」
の
典
型
と
言
っ
て
よ

い
。
後
に
過
激
な
政
治
風
刺
劇
を
展
開
す
る
フ
ォ
ー
が
、
初
期
の
活
動
に
お
い
て

大
衆
喜
劇
の
作
劇
法
の
技
術
を
徹
底
的
に
磨
い
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
フ

ォ
ー
の
演
劇
活
動
の
全
体
像
を
把
握
す
る
う
え
で
、
こ
の
時
期
の
作
品
は
も
っ
と

注
目
さ
れ
て
よ
い（
5
）
。

　

ま
た
、
シ
ア
タ
ー
Ｘ
で
上
演
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
一
幕
喜
劇
『
開
か
れ
た
カ
ッ

プ
ル
』（
イ
タ
リ
ア
初
演
は
八
三
年
）
と
比
較
す
る
と
、
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
の

軌
跡
と
手
法
の
変
化
が
よ
く
分
か
る
。『
開
か
れ
た
・
・
・
』
で
は
、『
ミ
ス
テ
ー

ロ
・
ブ
ッ
フ
ォ
』
に
代
表
さ
れ
る
モ
ノ
ロ
ー
グ
や
観
客
へ
の
語
り
か
け
が
多
用
さ

れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
泥
棒
も
・
・
・
』
で
は
そ
の
よ
う
な
手
法
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。
舞
台
上
の
行
動
は
そ
れ
自
体
で
完
結
し
た
形
と
な
っ
て
お
り
、
い
ち

お
う
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
枠
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
一

方
、『
開
か
れ
た
・
・
・
』
で
は
、
主
人
公
の
女
性
ア
ン
ト
ニ
ア
が
し
ば
し
ば
舞

台
の
演
技
空
間
か
ら
抜
け
出
し
た
り
、
観
客
に
語
り
か
け
た
り
す
る
。
し
か
も
、

実
際
の
上
演
で
は
ア
ド
リ
ブ
も
相
当
加
わ
る
は
ず
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
四
半
世
紀

の
時
を
隔
て
た
こ
れ
ら
二
作
品
を
同
時
に
上
演
す
る
こ
と
で
、
フ
ォ
ー
の
劇
の
構

造
上
の
変
化
が
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

一
方
、『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
事
故
死
』
は
イ
タ
リ
ア
で
七
〇
年
に
初
演
さ
れ
た

作
品
で
、
フ
ォ
ー
が
最
も
先
鋭
的
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
時
期
の
代
表
作
で
あ

る
。
当
時
の
フ
ォ
ー
は
イ
タ
リ
ア
の
政
治
問
題
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
過
激
な
政

治
劇
を
次
々
に
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
に
は
警
察
当
局
が
常
に
神
経
を
尖
ら

せ
、
フ
ォ
ー
自
身
が
公
演
中
に
逮
捕
さ
れ
て
一
時
拘
留
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
も

あ
っ
た
。
ま
た
、
と
も
に
演
劇
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
夫
人
の
フ
ラ
ン
カ
・
ラ
ー

メ
が
極
右
グ
ル
ー
プ
の
暴
行
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。

　

劇
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

シアターＸ製作『泥棒もたまには役に立つ』
の舞台（©宮内勝）
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警
察
署
の
一
室
。
一
人
の
容
疑
者
が
警
部
の
尋
問
を
受
け
て
い
る
。
彼
は
変
装

マ
ニ
ア
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
に
な
り
す
ま
し
て
詐
欺
を
働
い
て
い
た
と
い
う
。

尋
問
が
終
わ
っ
て
警
部
が
出
て
行
く
と
、
変
装
狂
は
だ
れ
も
い
な
い
部
屋
に
こ
っ

そ
り
戻
っ
て
来
て
、
引
出
し
の
書
類
を
か
き
回
し
、
あ
れ
こ
れ
情
報
を
得
る
。
ま

た
、
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
出
て
警
部
に
な
り
す
ま
し
、
適
当
に
相
づ
ち
を
打
っ

て
事
情
を
聞
き
出
す
。
次
い
で
署
内
の
別
の
部
屋
。
変
装
狂
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の

死
亡
事
件
に
関
す
る
再
調
査
の
た
め
に
署
を
訪
れ
た
裁
判
官
に
扮
し
て
い
る
。
爆

弾
事
件
の
容
疑
者
と
し
て
尋
問
を
受
け
て
い
た
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
が
警
察
署
の
窓
か

ら
転
落
し
て
不
審
な
死
を
遂
げ
た
事
件
で
、
警
察
発
表
で
は
自
殺
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
変
装
狂
が
扮
す
る
裁
判
官
が
当
事
者
の
警
部
と
署
長
を
問
い
詰
め
て
ゆ
く

と
、
次
々
に
矛
盾
点
が
出
て
く
る
。

　

署
長
と
警
部
は
何
と
か
辻
褄
を
合
わ
せ
よ
う
と
試
み
る
が
、
結
局
、
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
の
死
は
自
殺
で
も
事
故
で
も
な
く
、
警
察
に
よ
る
意
図
的
殺
害
だ
っ
た
と
い

う
疑
惑
が
強
ま
る
。
そ
こ
へ
、
事
件
を
取
材
し
て
い
る
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が

登
場
。
変
装
狂
は
今
度
は
科
学
捜
査
局
長
に
扮
し
、
署
長
と
警
部
に
警
察
の
立
場

を
守
る
こ
と
を
約
束
す
る
。
し
か
し
、
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鋭
い
質
問
と
変

装
狂
の
逆
説
的
な
論
理
に
よ
っ
て
、
警
察
側
の
主
張
の
矛
盾
が
ま
す
ま
す
露
呈
す

る
結
果
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
警
察
の
み
な
ら
ず
軍
や
政
府
が
事
件
に
関
与
し
て

お
り
、
国
家
ぐ
る
み
の
陰
謀
で
あ
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

こ
の
作
品
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
六
九
年
十
二
月
に
ミ
ラ
ノ
で
起
こ
っ
た
フ
ォ

ン
タ
ー
ナ
広
場
事
件
（
イ
タ
リ
ア
農
業
銀
行
爆
破
事
件
）
と
、
容
疑
者
と
し
て
逮

捕
さ
れ
た
極
左
活
動
家
ト
ゥ
リ
オ
・
ピ
ネ
ッ
リ
の
ミ
ラ
ノ
警
察
署
内
で
の
不
審
な

死
亡
事
件
で
あ
る
。
当
時
の
イ
タ
リ
ア
は
、
六
九
年
秋
に
頂
点
に
達
し
た
労
働
闘

争
と
そ
れ
に
呼
応
し
た
学
生
運
動
が
徐
々
に
失
速
す
る
一
方
、
極
左
及
び
極
右
の

テ
ロ
の
脅
威
が
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
騒
然
と
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。

十
六
名
も
の
死
者
を
出
し
た
フ
ァ
オ
ン
タ
ー
ナ
広
場
事
件
は
、
そ
の
後
七
〇
年
代

に
相
次
ぐ
爆
弾
テ
ロ
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
が
、
事
件
当
初
、
警
察
は
一
連
の
爆

弾
テ
ロ
を
左
翼
の
犯
行
と
断
定
、
大
量
の
活
動
家
を
検
挙
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

後
の
検
証
で
は
む
し
ろ
、
極
右
組
織
が
直
接
の
実
行
犯
で
あ
り
、
背
後
で
軍
や
政

府
、
さ
ら
に
は
米
国
Ｃ
Ｉ
Ａ
さ
え
も
が
関
与
し
て
い
た
疑
い
が
生
じ
た
。
ま
た
、

ピ
ネ
ッ
リ
の
死
も
当
初
は
自
殺
と
発
表
さ
れ
た
が
、
調
査
の
結
果
、
警
察
に
よ
る

意
図
的
殺
害
の
疑
惑
が
強
ま
っ
た
。

「
自
殺
」「
事
故
」「
殺
害
」「
急
病
」
と
い
っ
た
仮
説
が
ど
れ
も
立
証
さ
れ
な
い

ま
ま
、
ピ
ネ
ッ
リ
の
尋
問
を
担
当
し
て
い
た
警
視
が
殺
害
さ
れ
、
さ
ら
に
は
拘
留

中
の
極
右
の
実
行
犯
が
逃
亡
す
る
な
ど
、
不
審
な
事
件
が
相
次
い
だ
。
こ
の
結

『アナーキストの事故
死』を演じるフォー
（写真提供 CTFR）

シアターＸ製作『アナーキストの事故死』の舞
台（©宮内勝 )
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果
、
裁
判
は
二
転
三
転
し
、
一
時
は
迷
宮
入
り
か
と
思
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
冷

戦
構
造
終
結
後
の
九
〇
年
代
に
な
っ
て
再
び
捜
査
が
開
始
さ
れ
、
新
た
な
資
料
と

供
述
か
ら
極
右
活
動
家
三
名
が
容
疑
者
と
し
て
浮
上
、
検
察
側
は
起
訴
に
踏
み
切

っ
た
。
そ
の
後
、
〇
一
年
に
一
審
で
三
名
に
終
身
刑
が
求
刑
さ
れ
る
が
、
裁
判
は

今
な
お
継
続
中
で
あ
る（
6
）
。

　

こ
の
事
件
は
、
実
は
日
本
と
も
非
常
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、

第
二
次
裁
判
で
終
身
刑
を
求
刑
さ
れ
た
か
つ
て
の
極
右
活
動
家
の
一
人
デ
ル
フ

ォ
・
ゾ
ル
ジ
が
、
七
〇
年
代
に
来
日
、
そ
の
後
日
本
国
籍
を
取
得
し
て
現
在
日
本

に
在
住
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
有
名
ブ
ラ
ン
ド
品
の
輸
入
業
者
と
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
で
成
功
を
収
め
、
巨
額
の
富
を
築
い
た
と
い
う
。
イ
タ
リ
ア
政
府
は
日
本

政
府
に
対
し
公
式
に
ゾ
ル
ジ
の
身
柄
引
き
渡
し
を
要
請
し
て
い
る
が
、
日
本
国
籍

を
有
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
今
の
と
こ
ろ
実
現
し
て
い
な
い
。
身
柄
引
き
渡
し

に
消
極
的
な
日
本
政
府
に
対
し
、
フ
ォ
ー
と
事
件
の
被
害
者
遺
族
代
表
は
〇
〇
年

三
月
、
小
渕
元
総
理
宛
に
手
紙
を
送
り
、
積
極
的
対
応
を
求
め
て
い
る（
7
）
。

　

さ
て
、
フ
ォ
ー
は
事
件
発
生
後
わ
ず
か
一
年
に
し
て
そ
の
政
治
的
・
歴
史
的
意

味
を
問
い
、
政
府
・
警
察
の
姿
勢
に
対
し
て
批
判
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
た
わ
け

だ
が
、
そ
の
後
の
捜
査
で
「
国
家
ぐ
る
み
の
陰
謀
」
と
い
う
彼
の
仮
説
が
か
な
り

の
程
度
裏
付
け
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
事
件
の
全
容
は
三
十
年
以
上
を
経
て
な

お
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
在
も
裁
判
が
継
続
中
で
あ
る
と
は
い
え
、
い
ち
早
く

事
件
の
本
質
的
構
図
を
見
抜
い
た
そ
の
先
見
性
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
。
た

だ
、
フ
ォ
ー
の
こ
の
作
品
は
単
に
左
翼
側
の
主
張
を
訴
え
る
だ
け
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
劇
で
は
な
い
。
警
察
署
内
に
忍
び
込
ん
だ
変
装
マ
ニ
ア
を
主
人
公
と
す
る
こ
と

で
、
変
装
や
ギ
ャ
グ
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
い
っ
た
仕
掛
け
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込

み
、
明
確
な
政
治
的
主
題
を
持
ち
な
が
ら
も
優
れ
た
喜
劇
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

こ
の
作
品
が
世
界
各
国
で
翻
訳
上
演
さ
れ
て
好
評
を
博
し
て
い
る
の
も
、
単
な
る

政
治
劇
の
枠
を
超
え
た
質
の
高
い
喜
劇
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

今
回
の
上
演
は
こ
の
作
品
の
本
邦
初
演
と
な
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
は
も
と
よ
り
、

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
も
何
度
と
な
く
再
演
さ
れ
、
フ
ォ
ー
の
政
治
風
刺
劇
の
代
表
作

と
さ
れ
る
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・
・
・
』
が
日
本
で
翻
訳
上
演
さ
れ
た
意
義
は
大
き

い
。
ま
た
、
今
回
の
上
演
は
く
し
く
も
ゾ
ル
ジ
の
身
柄
引
き
渡
し
問
題
に
よ
り
日

本
で
も
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
広
場
事
件
や
そ
の
後
の
裁
判
の
経
緯
が
報
道
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
時
期
と
重
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
で
フ
ォ
ー
の
作
品
の
持
つ
同
時
代
性
が

あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
言
え
る
。

　

井
田
演
出
は
、
フ
ォ
ー
の
提
起
し
た
問
題
を
同
時
代
の
、
さ
ら
に
は
現
代
の
日

本
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
い
く
つ
か
の
工
夫
を
し
て
い
る
。
ま
ず
、

フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
事
件
と
イ
タ
リ
ア
の
テ
ロ
問
題
に
取
材
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
特
別
番
組

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
一
部
を
劇
の
冒
頭
で
上
映
し
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の

状
況
を
日
本
の
観
客
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
方
法
を
取
っ
た
。
ま
た
、

終
幕
で
ゾ
ル
ジ
の
身
柄
引
き
渡
し
を
訴
え
る
フ
ォ
ー
の
小
渕
元
総
理
宛
の
手
紙
を

テ
ロ
ッ
プ
で
流
す
こ
と
に
よ
り
、
劇
中
の
事
件
が
日
本
の
観
客
に
と
っ
て
一
挙
に

現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
フ
ォ
ー
の
演
劇
の
魅
力
を
一
言
で
言
う
な

ら
、
古
典
的
な
喜
劇
の
文
法
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
現
代
の
政
治
的
・
社
会
的

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
に
あ
る
が
、
井
田
演
出
は
こ
う
し
た
彼
の
演
劇
の

本
質
を
捉
え
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
フ
ォ
ー
の
提
起
し
た
問
題
意
識
を

共
有
し
よ
う
と
の
意
図
は
、
日
本
の
政
治
・
社
会
状
況
に
関
す
る
ア
ド
リ
ブ
の
台

詞
を
随
所
に
挿
入
し
た
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
。
そ
う
し
た
意
図
が
実
際
に
観
客

に
ど
れ
だ
け
伝
わ
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
演
出
の
方
法
は
こ
れ
ま
で

の
日
本
に
お
け
る
フ
ォ
ー
の
上
演
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ォ
ー

の
活
動
を
そ
の
初
期
か
ら
現
地
イ
タ
リ
ア
で
直
接
目
に
し
、
個
人
的
に
も
彼
と
親

交
を
結
ん
で
い
た
井
田
氏
な
ら
で
は
の
視
点
と
し
て
評
価
し
た
い
。
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三　

写
真
パ
ネ
ル
展
と
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

本
研
究
事
業
に
お
い
て
は
、
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の
作
品
の
舞
台
上
演
と
並
行
し

て
、
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
を
紹
介
す
る
た
め
の
写
真
パ
ネ
ル
展
及
び
演

技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
な
っ
た
。

　

写
真
パ
ネ
ル
展
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
時　

二
〇
〇
一
年
九
月
二
九
日
（
土
）
か
ら
十
月
六
日
（
金
）
ま
で

場
所　

静
岡
文
化
芸
術
大
学
西
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
内
容　

ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
年
譜
、
舞
台
写
真
、
舞
台
美
術
ス
ケ

ッ
チ
、
舞
台
衣
装
ス
ケ
ッ
チ
、
公
演
ポ
ス
タ
ー
な
ど
計
三
〇
点

　

展
示
さ
れ
た
写
真
パ
ネ
ル
は
、
フ
ォ
ー
の
劇
団
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｒ
よ
り
提
供
さ
れ
た
Ｃ

Ｄ
ー
Ｒ
ｏ
ｍ
素
材
を
も
と
に
、
デ
ザ
イ
ン
学
部
生
産
造
形
学
科
の
佐
井
国
夫
助
教

授
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
た
。
ま
た
、
展
示
設
営
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
学
生

の
協
力
を
得
た
。

　

展
示
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
舞
台
作
品
は
五
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
の
主
要

な
も
の
で
、
高
田
が
そ
の
選
定
を
行
な
っ
た
。
作
品
の
タ
イ
ト
ル
及
び
イ
タ
リ
ア

に
お
け
る
初
演
年
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
泥
棒
も
た
ま
に
は
役
に
立
つ
』『
消
え
る
死
体
と
服
を
脱
ぐ
女
』（
五
八
年
）、

『
裸
の
男
と
燕
尾
服
の
男
』（
五
八
年
）、『
天
使
た
ち
は
ピ
ン
ボ
ー
ル
を
し
な
い
』

（
五
九
年
）（
8
）
、『
ミ
ス
テ
ー
ロ
・
ブ
ッ
フ
ォ
』（
六
九
年
）、『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の

事
故
死
』（
七
〇
年
）、『
払
え
な
い
、
払
わ
な
い
！
』（
七
四
年
）（
9
）
、『
マ
マ
の

マ
リ
フ
ァ
ナ
は
最
高
』（
七
六
年
）、『
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
吹
き
鳴
ら
せ
』（
八
一

年
）、『
開
か
れ
た
カ
ッ
プ
ル
』（
八
三
年
）、『
ハ
ー
レ
ク
ィ
ン
、
ハ
ー
レ
ク
ィ

ン
』（
八
五
年
）、『
ジ
ョ
ア
ン
・
パ
ダ
ン
の
ア
メ
リ
カ
発
見
』（
九
一
年
）、『
セ
ビ

リ
ア
の
理
髪
師
』（
九
二
年
）。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
フ
ォ
ー
の
活
動
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
日

本
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
な
お
、
製
作
さ
れ
た
写
真
パ
ネ
ル
は
、
東
京
公

演
の
期
間
中
に
シ
ア
タ
ー
Ｘ
に
お
い
て
も
展
示
さ
れ
た
。

　

次
に
、
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
ミ
ラ
ノ
在
住
の
演
出
家
で
今
回
の
舞
台
の

演
出
を
担
当
し
た
井
田
邦
明
氏
を
講
師
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

フォーによる『開かれた
カップル』のポスター用
デ ッ サ ン（写 真 提 供
CTFR）

ダリオ・フォー舞台写真
＆舞台美術展
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平
成
十
三
年
度

二
〇
〇
一
年
九
月
二
九
日
（
土
）、
本
学
講
堂
に
お
け
る
舞
台
公
演
の
当
日
、
上

演
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
。

平
成
十
四
年
度

日
時　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
四
日
（
金
）
午
後
二
時
三
〇
分
か
ら
午
後
八
時
ま
で

場
所　

静
岡
文
化
芸
術
大
学
体
育
館

　

平
成
十
三
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
舞
台
上
演
に
先
立
っ
て
イ
タ
リ
ア
の

演
技
の
特
徴
を
紹
介
す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
伝
統
の
仮
面
即
興
劇

コ
ン
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ッ
ラ
ル
テ
の
マ
ス
ク
を
実
際
に
用
い
て
イ
タ
リ
ア
独
自
の
演

技
の
方
法
を
観
客
に
示
し
た
が
、
時
間
的
な
制
約
も
あ
っ
て
本
格
的
な
参
加
型
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
は
物
足
り
な
い
感
が
あ
っ
た（
10
）
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
四
年
度
に
は
舞
台
公
演
と
は
別
に
時
間
を
取
り
、
場
所
も
演

技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
の
取
れ
る
体
育
館
に
移
し
て
行
な

っ
た
。
ま
た
、
対
象
は
演
劇
関
係
者
に
限
定
し
、
浜
松
地
域
で
活
動
す
る
劇
団
の

俳
優
、
及
び
本
学
学
生
と
地
域
の
高
校
の
演
劇
部
員
と
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
学
生
対
象
の
部
と
俳
優
対
象
の
部
の
二
部
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
が
、
参
加
者

の
内
訳
は
学
生
二
四
名
、
俳
優
二
三
名
だ
っ
た
。
ま
た
、
俳
優
の
部
に
は
浜
松
の

ブ
ラ
ジ
ル
人
劇
団
主
宰
者
ジ
ル
ソ
ン
・
サ
ン
ト
ス
氏
も
参
加
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
、
体
育
館
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
本
格
的
な
演
技
と
表
現
の
た

め
の
種
々
の
身
体
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。
ミ
ラ
ノ
で
長
年
に

わ
た
っ
て
演
劇
学
校
を
主
宰
す
る
井
田
氏
が
独
自
に
開
発
し
た
俳
優
養
成
の
た
め

の
メ
ソ
ッ
ド
を
用
い
た
も
の
で
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
刺
激
的
な
内
容
と

な
っ
た
。

四　

研
究
の
成
果

　

本
研
究
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ま
ず
何
よ
り
も
フ
ォ
ー
の
代
表
作
と
さ
れ
な
が

ら
こ
れ
ま
で
日
本
で
上
演
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
・
・
・
』
を
翻

訳
上
演
し
た
こ
と
、
ま
た
や
は
り
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
五
〇
年
代
の
喜
劇
を

上
演
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
写
真
パ
ネ
ル
展
に
よ
っ
て
、
長
年

に
わ
た
る
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
の
全
体
像
を
紹
介
し
た
点
に
も
大
き
な
意
義
が
あ

っ
た
。
さ
ら
に
は
、
演
技
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
演
劇
の
独
自
性

と
そ
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
え
た
も
の
と
考
え
る
。

　

し
か
も
、
こ
う
し
た
試
み
を
浜
松
に
あ
る
本
学
で
実
現
し
、
地
域
の
人
々
に
広

く
理
解
し
て
も
ら
え
た
こ
と
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
平
成
十
三
年
度
、
十
四

年
度
と
も
に
講
堂
で
の
舞
台
公
演
に
は
大
勢
の
観
客
が
来
場
し
、
盛
況
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
地
域
の
劇

団
や
高
校
の
演
劇
部
と
の
直
接
的
な
交
流
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

実
際
、
近
い
将
来
に
何
ら
か
の
形
で
地
元
の
演
劇
人
と
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
の
提
案
も
な
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
平
成
十
三
年
度
の
事
業
が
「
日
本
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
2
0
0
1
」

の
催
し
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
こ
の
結
果
、
本
学
が

イ
タ
リ
ア
年
の
文
化
事
業
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
同
時
に
そ
れ
に
よ
っ
て
イ
タ

リ
ア
大
使
館
、
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
な
ど
関
係
機
関
に
本
学
の
存
在
を
知
ら
し
め

る
結
果
と
な
っ
た
。
首
都
圏
あ
る
い
は
関
西
圏
以
外
に
位
置
す
る
大
学
と
し
て
、

こ
の
種
の
催
し
を
通
じ
て
全
国
的
に
そ
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
大
学

の
活
動
に
関
す
る
広
報
の
点
で
大
き
な
効
果
を
上
げ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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注（
1
）
フ
ォ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
際
、
日
本
で
は
イ
タ
リ
ア
演
劇
の
専
門
家
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど

彼
の
名
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
の
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七

年
十
月
一
六
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
「『
ど
ん
な
人
？
』
続
く
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
」
な
ど
を
参
照
。

（
2
）
こ
こ
に
は
筆
者
が
知
り
得
る
範
囲
の
も
の
の
み
を
挙
げ
た
。
ま
た
、
九
八
年
の
世
田
谷
パ
ブ
リ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー
に
お
け
る
上
演
は
、
ド
ラ
マ
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
形
式
で
行
な
わ
れ
た
。

（
3
）
フ
ォ
ー
が
主
宰
す
る
劇
団
Ｃ
Ｔ
Ｆ
Ｒ
で
は
、
彼
の
作
品
の
海
外
上
演
リ
ス
ト
を
整
備
し
て
お
り
、

作
品
別
・
国
名
別
に
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
詳
し
い
数
字
は
省
く
が
、
こ
こ
に
述
べ
た
こ

と
は
そ
の
リ
ス
ト
の
数
字
に
も
と
づ
い
て
い
る
。

（
4
）
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
五
十
周
年
記
念
全
国
巡
演
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。　
　
　
　
　
　

　
　

高
田
和
文
「
衰
え
な
い
フ
ォ（
マ
マ
）
の
風
刺
精
神
」、
〇
二
年
四
月
五
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
。　
　

　

　
　

同
「
ダ
リ
オ
・
フ
ォ
ー
の
演
劇
活
動
五
十
周
年
記
念
公
演
」、『
悲
劇
喜
劇
』
〇
二
年
七
月
号
。

（
5
）
イ
タ
リ
ア
で
は
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
フ
ォ
ー
の
初
期
の
作
品
を
他
の
劇
団
が
上
演
す
る
機
会

が
増
え
て
き
た
。
ま
た
、
従
来
フ
ォ
ー
は
「
俳
優
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
圧
倒
的
に
強
か
っ

た
が
、
近
年
は
劇
作
家
と
し
て
の
側
面
も
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

（
6
）
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
広
場
事
件
の
経
緯
及
び
ゾ
ル
ジ
の
身
柄
引
き
渡
し
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
で

は
毎
日
新
聞
が
特
に
詳
し
く
報
じ
て
い
る
（
〇
〇
年
四
月
二
三
日
付
、
六
月
一
日
付
な
ど
）。

（
7
）
ゾ
ル
ジ
の
身
柄
引
き
渡
し
問
題
に
つ
い
て
は
日
本
の
国
会
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
質
問
者
は
フ
ォ
ー
の
手
紙
に
言
及
し
て
い
る
（
〇
〇
年
四
月
二
〇
日
「
衆
議
院
決
算

行
政
監
視
委
員
会
第
一
分
科
会
議
事
録
」）。
ま
た
、
〇
一
年
七
月
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
サ
ミ
ッ
ト

後
の
小
泉
総
理
の
内
外
記
者
会
見
で
も
一
人
の
記
者
が
こ
の
問
題
に
言
及
し
て
い
る
。

（
8
）
ド
ラ
マ
ス
タ
ジ
オ
に
よ
る
邦
訳
タ
イ
ト
ル
は
『
天
使
た
ち
が
く
れ
た
夢
は
・
・
・
？
』

（
9
）
劇
団
民
藝
に
よ
る
邦
訳
タ
イ
ト
ル
は
『
払
え
な
い
の
？　

払
わ
な
い
の
よ
！
』

（
10
）
こ
の
よ
う
な
形
式
は
、
本
来
は
「
セ
ミ
ナ
ー
」
あ
る
い
は
「
レ
ク
チ
ャ
ー
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
。「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
い
う
語
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

が
、
本
来
は
参
加
型
の
も
の
の
み
に
用
い
る
べ
き
で
、
こ
の
点
は
企
画
の
段
階
で
吟
味
す
べ
き

だ
っ
た
と
反
省
す
る
。

追
記

　

今
回
の
事
業
に
共
同
で
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
扇
田
先
生
、
佐
井
先
生
、
伊
藤
先
生
、
さ
ら
に
研
究

事
業
を
承
認
し
て
い
た
だ
い
た
木
村
学
長
、
ま
た
舞
台
公
演
等
の
実
施
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
本
学

事
務
局
な
ら
び
に
学
生
ス
タ
ッ
フ
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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　This paper reports on a research project on an Italian contemporary playwright Dario Fo, who won 
the Nobel Prize in Literature 1997.  The project was carried out in 2001 and 2002, and its main 
purpose was to put on the stage two of his comedies translated into Japanese: "Non tutti i ladri 
vengono per nuocere" ("The Virtuous Burglar") and "Morte accidentale di un anarchico" ("Accidental 
Death of an Anarchist").  The former is an one-act play of 1950's, when Fo was still working for the 
commercial theater, and the latter is one of the most well-known pieces of his political theater written 
in 1970, following the terrorist attack on a bank in downtown of Milan.  
　Both plays were presented for the first time in Japan.  Along with the stage performances, an 
exhibition to introduce Dario Fo's activity by photographs, posters and sketches, and a workshop for 
actors based on typical Italian way of acting was held. 
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